
□大学院共通科目 

科目名 研究方法概論Ⅲ 1 単位 

担当者 末盛 慶 

開講形態 オンデマンド形式 ※【nfu.jp】で配信される講義コンテンツを視聴しながら学ぶ 

テーマ 応用的な多変量解析の手法、SPSS の使い方、量的論文の書き方について理解を深める。 

科目のねらい 

＜キーワード＞ 量的方法、多変量解析、SPSS、量的論文の書き方 

＜内容の要約＞ 

研究方法概論Ⅰでは量的研究法の基礎を取り上げたが、本科目では量的研究法の応用的な

内容について学んでいく。具体的には、多変量解析の中でよく用いられる多様な回帰分析に加

え、因子分析、パネルデータ分析、マルチレベル分析などを取り上げる。実験研究や臨床研究

についても取り上げる。講義の後半では、統計解析ソフト SPSS の使い方、量的論文の書き方

等についてふれていく。 

＜学習目標＞ 

① 量的研究法における応用的な内容を理解できる。 

② 統計解析ソフト SPSS の使い方について理解できる。 

③ 量的論文のまとめ方と注意点について理解できる。 

授業の進め方 

第１回 多様な回帰分析－ロジスティック回帰分析・多項ロジスティック回帰分析・順序回帰

分析 

第２回 因子分析 

第３回 共分散構造分析・パス解析 

第４回 実験研究・臨床研究 

第５回 パネルデータ分析 

第６回 マルチレベル分析 

第７回 統計解析ソフト SPSS の使い方 

第８回 量的論文の書き方－結果の示し方と解釈の仕方－ 

事前学習の内容 

学習上の注意 
本科目はオンデマンド授業のため、開講している期日までに必ず該当する回を履修すること。

一部分でも期限内に受講しないと、単位認定の対象外となる。 

本科目の 

関連科目 

私の研究テーマと研究方法（大学院共通科目）、統計解析講座（大学院共通科目）、研究方法概 

論Ⅰ（大学院共通科目） 

テキスト 毎回オリジナルのレジュメを用いる。 
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成績評価 

方法と基準 

期末レポート（50 点）、授業内容に関する受講生のコメント・毎回提出（50 点）により評価 

し、総合評価 60 点以上を合格とする。 

 


